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平成 30 年 光遍寺行事予定 

カレンダーに記入し、一度でも多く

光遍寺にお参りください！ 
 

4 月 21 日(土) 春の永代経 
今の私があるのはご先祖のお陰です。仏と

なられたご先祖の願いに耳を傾け、子や孫に

お念仏を永代まで相続していくお勤めです。 

昼座：午後 2 時～ 夜座：午後 7 時～ 

＊昼座の前の午後 1 時より花祭り（お釈迦様の

誕生を祝う行事）も行います。 

【布教使】宇陀市 称名寺 三明芳信 先生 

6 月？日 法灯の宴 
カラオケ、福引などの楽しい催しが行われ

ます。一人でも多くの方に光遍寺に足を運ん

でいただくために開催されます。 

8 月 10 日(金) お盆の永代経 
昼座：午後 2 時～ 夜座：午後 7 時分～ 

＊夜座には仏教婦人会による無縁仏のお勤めが

あります。 

【布教使】下市町 實原寺 尾崎道裕 先生 

9 月 20 日(木)、21 日(金)  
第 40 回 光遍寺念仏奉仕団 

本年度は記念すべき第 40回目です。皆さんお

誘い合わせの上ご参加ください。参加申し込み

は後日行います。 

9 月 20 日(木)、23 日（日）、26 日(水)  
秋の彼岸会・天皇会 

春の彼岸会と同様に、三日間とも夜 7 時から

お勤めが始まります。 

＊20 日は念仏奉仕団の日程と重なりますので、

本年は中止します。 

＊23 日は午後 7 時より後醍醐天皇陵にて讚仏偈

をお勤めします。 

10 月 13 日(土) 報 恩 講 
昼座：午後 2 時～ 夜座：午後 7 時～ 

＊昼座後にはお斎（事前申し込み必要）があり

す。仏教婦人会の皆様が作ってくださる、伝

統的な大変おいしい料理です。親鸞聖人のご

苦労を偲びながら、多くの方に食べていただ

きたいです。 

【布教使】高田市 光暁寺 太田昭厚 先生 

12 月 31 日(月)、1 月 1 日(火)  
除夜会・修正会 

午前 0時より梵鐘を撞き始めます。 

3 月 18 日(日)、21 日（木）、24 日(日)  
春の彼岸会 

ご先祖に感謝し、自らが仏縁にあう尊い仏

教強化週間です。三日間とも、夜 7 時からお

勤めが始まります。 

 

還
る
と
こ
ろ
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み
ん
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ひ
と
つ 

お
ま
え
も
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て
お
い
で 
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殊
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過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で

も
多
く
の
ご
門
徒
の
方
々
に
お

参
り
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
に

基
づ
い
た
改
革
で
す
。
十
分
に
ご

理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
貴
重
な

光
遍
寺
で
の
法
要
に
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
お
参
り
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

夜
座
の
開
始
時
刻
も
変
更 

 

昨
年
ま
で
は
、
各
法
要
、
彼
岸

会
も
含
め
て
夜
の
お
参
り
は
、

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
で
し
た

が
、
本
年
度
よ
り
夜
座
は
午
後

七
時
か
ら
に
変
わ
り
ま
す
。 

増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

「
あ
の
人
も
お
参
り
す
る
か
ら
、

私
も
お
参
り
し
よ
う
」と
い
う
効

果
が
期
待
で
き
る
。 

②
参
拝
者
が
少
な
い
と
、
遠
方
よ

り
お
越
し
い
た
だ
い
た
布
教
使
の

先
生
に
申
し
訳
な
い
。 

③
光
遍
寺
護
持
会
計
の
収
入
が

年
々
減
少
す
る
中
で
、
法
要
に

か
か
る
費
用
を
節
約
で
き
る
。 

 
こ
の
改
革
は
総
代
会
、
責
任
役

員
会
、
合
同
役
員
会
で
の
議
論

を
経
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。
議
論
の
中
で
も
、
こ
の
変
更

は
後
ろ
向
き
の
も
の
で
は
無
い
と

い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
も
議
論
が
な
さ
れ
た
結
果

で
、
高
齢
者
が
中
心
と
な
り
ま

す
の
で
、
法
要
の
終
わ
る
時
間
を

早
め
れ
ば
、
よ
り
お
参
り
し
や

す
い
環
境
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う

考
え
で
す
。 

光
遍
寺
は
皆
様
の
お
寺
で

す
。
八
百
年
の
法
灯
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
、
は
な
か
な
か
大

変
で
す
。
今
後
と
も
光
遍
寺
護

寺
発
展
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

本
年
度
は
、
光
遍
寺
に
と
っ
て

変
革
の
年
と
な
り
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
は
、
春
の
永
代
経
法
要
、

お
盆
の
永
代
経
法
要
、
報
恩
講

は
二
日
間
勤
修
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
よ
り
一
日
の

み
の
法
要
と
な
り
ま
す
。
二
日

間
の
法
要
を
一
日
の
法
要
と
す

る
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
二
日
間
、
四
座
（
昼
座
、
夜
座

×

２
日
）
お
勤
め
し
て
も
、
参
拝

者
が
分
散
し
て
一
座
あ
た
り
の

参
拝
者
数
が
少
な
い
。
一
日
に

集
中
さ
せ
一
座
あ
た
り
の
参
拝

者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
結

果
と
し
て
全
体
の
参
拝
者
数
の 

2018 年 変革の年 
 

〜さらなる護寺発展のために〜 

 

念仏奉仕団とは、本願寺での奉仕作業を通して、本山を愛し、

お念仏を大切にしていこうという気持ちを高める取り組みで

す。参加した方は口を揃えて「楽しかった～、行ってよかった

～」とおっしゃいます。特に今年は 40 回目です。この参加回数

は全国的にも類を見ないもので、本願寺で表彰式も予定されて

います。是非、記念すべき 40 回目の念仏奉仕団にお誘い合わせ

の上ご参加くださいますようお願いいたします。 
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本年度より、「法要スタンプラリー」を始めます。 
「法要スタンプラリー」とは、光遍寺で勤まる法要に参拝するたびに、参拝の証明

としてスタンプカードにスタンプ（印鑑）を押してもらい、一定のスタンプが貯まれ
ば記念品と交換するという取り組みです。自分自身の参拝記録にもなりますし、少し
でもお参りする励みになればと考えています。 
本年度、光遍寺で勤まる法要は、春の永代経法要（昼座・夜座）の 2回、お盆の永

代経法要（昼座・夜座）の 2 回、秋の彼岸会（9 月 23 日、26 日、〈注〉本年度は 20 日は

念仏奉仕団の日程と重なるため中止）の 2回、報恩講（昼座・夜座）の 2回、除夜会・修正
会の 1回、春の彼岸会（3月 18 日、21 日、24 日）の 3 回、合計 12 回あります。 
なかなか 12 回すべてお参りすることは難しいと思いますが、それぞれ目標を立て

て挑戦してください。スタンプ数に応じて 6 個・7 個は A 賞、8 個・9 個は B 賞、10
個・11 個は C賞、12 個はパーフェクト賞として記念品をお渡しする予定です。 
 
 

 
 

昨
年
度
、
光
遍
寺
で
は
、
二

組
の
初
参
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

一
組
目
は
、
平
成
二
十
九
年

五
月
二
十
一
日
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
水
口
大
地
・
綾
美
ご
夫

妻
の
第
二
子
、
水
口
優
莉
ち
ゃ

ん
の
初
参
式
で
す
。 

二
組
目
は
、
平
成
三
十
年
三

月
二
十
四
日
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
片
岡
啓
行
、
沙
也
香
ご
夫

妻
の
第
三
子
、
片
岡
大
雅
く
ん

の
初
参
式
で
す
。 

初
参
式
に
お
い
て
は
、
最
初
に

讃
仏
偈
の
お
勤
め
を
し
ま
す
。

「
光
顔
巍
巍(

こ
う
げ
ん
ぎ
ぎ)

」

か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

仏
様
の
顔
が
光
り
輝
い
て
い
る
様

子
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

お
二
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
は
仏

様
の
よ
う
に
光
り
輝
い
て
い
ま
し

た
。 

 

 

仏
の
子
の
誕
生 

  

門信徒 
広場 

 
 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
誕

生
日
を
お
祝
い
す
る
「
花
祭
り
」

で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
も
い
い
で
す

が
、
仏
教
徒
と
し
て
「
花
祭
り
」

は
大
切
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
右
の
図
の
よ
う
に
お
釈
迦
様

は
生
ま
れ
て
す
ぐ
七
歩
歩
い
て

「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
例
え

話
で
す
が
、
「
私
達
一
人
一
人
は

宇
宙
で
た
っ
た
一
人
の
尊
い
存
在

で
あ
る
」
こ
と
を
示
し
て
く
だ
さ

って
い
ま
す
。 

光
遍
寺
で
は
春
の
永
代
経
昼

座
の
前
（
四
月
二
十
一
日
午
後

一
時
）
に
「
花
祭
り
」
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

 

スタンプラリーカード 

（ハガキ通信面） 

門信徒広場 
 
 

片岡 大雅くん 初参式 

水口 優莉ちゃん 初参式 

天
上
天
下
唯
我
独
尊 

スタンプカード（ハガキ）は、本堂の役員席（向か
って左前の机）に常時置いておきますので、最初の参
拝時にカードを受け取り、一年間お参りされる時には
忘れずに持参してください。もちろん途中参加も可能
です。そして、6個以上スタンプを集められた方は、来
年 3 月の春の彼岸会の後に、差出住所氏名を記入の上
投函いただくと、記念品をお渡しさせていただきます。 
多くの方が参加され、多くの方が記念品を受け取っ

ていただくことを願っています。 
 

【参加の方法】 
① 光遍寺にお参りし、スタンプラリーカードを受け取

る（受け取り時に差出人住所氏名を記入）。 
② お参りの際に忘れず持参し、スタンプを貯める。 
③ 3 月末時点で 6 個以上スタンプが貯まっていればカ

ードを投函する（宛先は印刷済み）。 
④ 記念品が届くのを待つ。 


